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 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

地震後に今別川を逆流する津波（奥に見えるのは「あすなろ橋」）

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
頃
、

激
し
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
日
本

列
島
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

は
観
測
史
上
最
大
で
、
東
北
・
関

東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
残
し
ま

し
た
。
特
に
、
津
波
に
よ
る
傷
跡

が
深
く
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県

の
惨
状
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し

た
。

　

当
町
は
震
度
４
。
揺
れ
が
お
さ

ま
る
か
お
さ
ま
ら
な
い
う
ち
に
電

気
が
消
え
、
続
け
ざ
ま
に
津
波
警

報
が
発
令
。
そ
し
て
避
難
指
示
。

す
ぐ
に
町
で
は
災
害
警
戒
本
部
を

設
置（
本
部
長　

小
鹿
正
義
町
長
）

し
、
被
害
状
況
の
確
認
に
入
り
、

間
も
な
く
災
害
対
策
本
部
に
切
り

替
え
て
住
民
の
安
全
確
保
や
情
報

収
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
津
波

を
警
戒
し
て
自
主
避
難
す
る
住
民

や
、
避
難
場
所
を
確
認
に
役
場
に

や
っ
て
く
る
人
な
ど
で
緊
迫
し
ま

し
た
。

　

津
波
を
警
戒
し
、
奥
平
部
、
砂

ケ
森
、
袰
月
地
区
住
民
は
「
海
峡

の
家
ほ
ろ
づ
き
」
に
、
村
元
地
区

住
民
は
「
今
別
小
学
校
」
に
、
大

泊
・
与
茂
内
地
区
住
民
は
高
台

に
、
浜
名
地
区
住
民
は
「
交
流
セ

ン
タ
ー
」
に
避
難
し
、
不
安
な
一

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
心
配
さ
れ
た
津
波
の

被
害
も
な
く
、
揺
れ
に
よ
る
建
物

や
道
路
、
人
的
被
害
も
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
電
気

が
な
く
、
電
話
が
不
通
で
通
信
手

段
の
な
い
生
活
の
不
便
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
だ
け
に
、
電
気
が
復

旧
し
た
と
き
は
笑
顔
と
安
堵
感
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

大
地
震
か
ら
３
日
経
過
し
た
3

月
14
日
の
午
前
11
時
21
分
、
再

び
、
津
波
に
警
戒
す
る
避
難
指
示

が
出
さ
れ
、
リ
ュ
ッ
ク
等
を
背
負

い
避
難
場
所
に
歩
い
て
行
く
人
、

車
で
避
難
所
へ
移
送
さ
れ
る
人
々

な
ど
で
緊
迫
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
こ
の
日
は
津
波
は
観

測
さ
れ
ず
、
12
時
52
分
に
は
避
難

指
示
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

M9.0観測史上最大の地震と津波が東日本を襲う

交流センターに避難した浜名地区の皆さん

地震の翌朝、コンビニのパン売り
場は空っぽに。商品が入ってきま
せん。　　　　　　　　　　　　

コンビニでは、停電でレジが使えず、
手動で値段を調べ計算機で合計金額を
算出。　　　　　　　　　　　　　　

【大地震ドキュメント】

３月１１日（金）

１４：４６ころ　地震発生　震度４　地震と同時に全町停電

１５：１１　　　津波警報に関して広報無線で周知

１５：１５　　　災害警戒本部設置

１５：２５　　　津波警報発令に伴う避難の広報

１５：３５　　　災害対策本部設置

１５：４０　　　全町に津波に関する避難指示

　　　　　　　　海岸地区へぼうさい広報車で避難指示の巡回

１６：０８　　　大津波警報発令

１６：１５　　　大津波警報に関する避難指示の広報

１７：００　　　町内３か所に住民が避難

　　　　　　　　海峡の家「ほろづき」　３０人

　　　　　　　　今別小学校　　　　　　２０人（教員含む）

　　　　　　　　交流センター　　　　　２５人

　　　　　　　　おにぎり、お茶等の炊き出し届ける

２０：１５　　　今別川水門を閉める

２０：３７　　　震度２の余震

２１：２５　　　今別小学校へ避難した住民６人が中央公民館に

移動

３月１２日（土）

　４：３２ころ　震度４の余震

　８：４０　　　海岸方面と本町の一部で電気復旧

１０：０５　　　海峡の家「ほろづき」に避難していた住民は一

時帰宅

１３：５０　　　大津波警報から津波注意報へ切り替え

１４：３０　　　避難指示を避難勧告へ切り替え

１４：４０　　　中央公民館へ避難していた住民帰宅

１７：２３　　　電気、電話が全町で復旧

１７：５５　　　交流センターへ避難していた住民帰宅

１８：４５　　　避難勧告解除（避難者は全員帰宅）

２０：２０　　　津波注意報解除

２１：００　　　災害対策本部廃止

３月１４日（月）　

１１：２１　　　津波避難指示発令（多くの住民が避難）

１２：５２　　　津波避難指示解除

　　　　　　　　町内ガソリンスタンドで販売規制が始まる
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平成23年度町の主な事業と予算平成23年度町の主な事業と予算

一般会計歳入内訳 歳
　
入

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
の
町
税
が
前
年
と
比
べ
て
３
・
４
％
減
で
７
３
４
万
４
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
や
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
課
税
客
体
が
乏
し
い
当
町
に
と
っ
て
は
、
ま

す
ま
す
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
４
・
３
％
増
で
５
千
７
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
庫
支
出
金
は
、
地
域
活
力
創
出
基
盤
整
備
総
合
交
付
金
８
千
１
３
５
万
円
の
収
入

に
よ
り
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
県
支
出
金
に
は
、
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
補
助
金

２
千
３
３
２
万
２
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
歳
入
と
し
て
は
、
起
債
の
発

行
が
２
億
３
千
55
万
円
で
す
。

　

歳
入
の
財
源
不
足
分
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
６
千
５
０
０
万
円
、
減
債
基
金
か
ら

７
千
万
円
を
取
り
崩
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

心ふれあう連帯感あふれるまち
地域インターネット事業　 2,831万円

・コンピューター保守管理委託料
・光ファイバー使用料外

地域振興事業 243万円
・いまべつ秋まつり実行委員会交付金外

ふるさと交流事業　　　 51万円
・ラブ今別会・町内団体と知内町との交流事業

健やかで生きがいのあるまち
後期高齢者医療対策事業 7,552万円

・療養給付費負担金外
児童福祉対策事業 3,213万円

・子ども手当
浄化槽設置整備事業（継続事業） 936万円

・５人槽～10人槽を18基

人間性豊かな教育文化水準の高いまち
奨学金貸付制度事業 486万円

・高校・大学生等　新規及び継続分
外国語指導助手受け入れ事業 454万円

・ＡＬＴ給料外
今別中学校パソコン事業 418万円

・生徒用パソコンリース料

自然に恵まれた快適で生活環境が整ったまち
融雪溝整備事業（継続事業） 6,350万円

・浜名地区
舗装補修事業（継続事業） 6,200万円

・逗子、村元地区
巡回バス運行事業 1,907万円

・巡回バス運転手賃金・バス燃料外

基幹産業の確立と創意工夫性に富むまち
ふるさと農道緊急整備事業 1,500万円

・二股地区農道
（仮称）奥津軽駅前広場整備事業 1,000万円

・基本設計委託
漁港整備事業負担金 1,000万円

・一本木漁港外

知内町との交流事業

（ママさん

　バレーボール交流）

昨年11月に今別中学校

体育館で行われました。
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一般会計歳出内訳（性質別） 一般会計歳出内訳（目的別）

歳
　
出

　

町
の
財
政
健
全
化
を

図
る
中
で
、
住
民
の
安

全
・
安
心
、
健
康
や
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
事

業
を
配
慮
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、

二
股
地
区
ふ
る
さ
と
農

道
緊
急
整
備
事
業
負
担

金
１
千
５
０
０
万
円
、

継
続
事
業
と
し
て
融
雪

溝
整
備
事
業
６
千
３
５

０
万
円
、
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
と
し

て
９
３
６
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

　

一
部
事
務
組
合
関
係

で
は
、
青
森
広
域
事
務

組
合
に
清
掃
費
負
担
金

９
千
７
６
３
万
円
、
斎

場
費
負
担
金
３
千
64
万

円
、
広
域
消
防
事
務
組

合
に
１
億
円
の
負
担
金

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
対
策
事
業
と
し

て
、
７
千
５
５
２
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
り
各
施

設
の
運
営
費
は
、
極
力

経
費
を
削
減
し
、
必
要

最
小
限
の
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

平成23年度会計別予算額平成23年度会計別予算額

会　　　計　　　名 当初予算額
増減率（％）

（対前年度比）

一　　　般　　　会　　　計 ２４億４千４８１万９千円 １０.２％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） ５億９千１０９万８千円 △４.４％

国民健康保険特別会計（診療施設勘定） １億４千８８７万８千円 １.１％

老人保健特別会計 ６千円 △９９.０％

後期高齢者医療特別会計 ４千２４２万１千円 △１０.４％

介護保険特別会計（保健事業勘定） ３億８千３７７万６千円 １.７％

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） １千８２８万８千円 △４１.０％

簡易水道事業特別会計 １億２千９８４万６千円 ０.８％

合　　　　　　計 ３７億１千９１３万２千円 ５.３％



（ 4）

「珍味」のコノワタを取り出す小鹿勝男夫妻

　

３
月
１
日
か
ら
ナ
マ
コ
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ナ
マ
コ
漁
は
凪
の
良
い
日
、
朝
７
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
漁
を
終
え
た
漁
師
た
ち
は

リ
ヤ
カ
ー
に
採
れ
た
ナ
マ
コ
を
積
み
込
み
、
次
々
と

竜
飛
今
別
漁
協
本
所
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
漁
協
で

は
業
者
が
傷
の
あ
る
も
の
、
小
さ
い
も
の
、
柔
ら
か

い
も
の
な
ど
の
選
別
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
２
回
目
の
漁
を
終
え
た
３
月
７
日
、「
い
つ

も
は
２
０
０
キ
ロ
近
く
採
る
が
、
今
日
は
少
な
か
っ

た
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
１
０
０
キ
ロ
以
上
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
ナ
マ
コ
か
ら
、
珍
味
と
言
わ
れ
る
コ
ノ

ワ
タ
（
卵
巣
）
を
取
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

春
を
告
げ
る
ナ
マ
コ
漁
は
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
12
～
13
回
ほ
ど
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

選別作業を待つ漁師の列

　

３
月
９
日
、
今
別
中
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
恩
師
や
友
人
た
ち
と

の
思
い
出
を
胸
に
16
名
（
男
子
６
名

　

女
子
10
名
）
の
卒
業
生
が
慣
れ
親

し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
義
人
校
長
が
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
式
辞
で

「
思
い
が
強
け
れ
ば
夢
は
か
な
う
」

と
い
う
言
葉
を
贈
り
卒
業
生
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
18
日
に
は
今
別
小
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
18

名
（
男
子
８
名
、
女
子
10
名
）
の
卒

業
生
の
名
前
を
担
任
の
先
生
が
呼

び
、「
学
校
一
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」、

「
今
小
の
名
女
優
」
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
紹
介
が
さ
れ
る
中
で
、
森
山

和
康
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

森
山
校
長
は
、「
思
い
は
招
く
」、

夢
を
思
い
描
け
ば
実
現
で
き
る
と
い

う
意
味
の
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉

を
卒
業
生
に
贈
り
ま
し
た
。

　

浜
名
の
（
有
）
マ
ル
エ
イ
相
内
工
務

店
代
表
の
相
内
泰
博
さ
ん
が
、
こ
の
た

び
交
通
安
全
の
看
板
10
枚
を
町
交
通
安

全
協
会
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

相
内
さ
ん
は
町
交
通
指
導
隊
長
を
務

め
て
お
り
、
町
民
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
と
、
新
入

学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
春
の
交
通
安
全
運
動
の
前
に
幹
線

道
路
（
国
道
・
県
道
）
に
看
板
を
設
置

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
山
崎
バ
イ
パ
ス
や

な
か
や
ま
峠
な
ど
に
看
板
を
設
置
し
て

お
り
、
６
年
ぶ
り
に
新
し
い
も
の
に
替

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
内
さ
ん

か
ら
の
看
板
寄
贈
は
今
回
で
３
回
目
と

な
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
　
　

　
　
看
板
を
寄
贈

　　　　業者が手際よく選別します

　駅前整備計画に対して、委員から次のような
提言がありました。
●　駅舎と一体化した施設の建設と配置に考慮。
●　津軽半島北部観光の拠点として、新駅舎を

中心とした二次交通の確保と滞在できる複
　　合施設の整備。
●　利用者の利便性向上や通年利用促進のため

の屋内型駐車場の設置。
●　高度バリアフリー化対策のため、駅舎と連

絡通路のスムーズな往来に配慮した施設。
●　基幹産業である一次産業特産物の販売促進施設。

【新駅舎に対する要望】
●　新駅舎を10両編成対応の屋根付き駅舎を。
●　新駅駅舎の利便性の向上を図るため、乗降客に配慮したエスカ

レーターの設置の考慮を。
●　新駅舎ホームの両端は、雪や寒さ対策を考慮し、全フロア型待合

室の設置を。

北海道新幹線（仮称）「奥津軽駅」
『駅前整備基本調査・構想』

策定委員からの提言

北海道
新幹線
情　報
№ 16

北海道新幹線（仮称）「奥津軽駅」駅舎　　
デザインコンセプト及び展開イメージ決定

　平成22年９月に募集し、町内外から34点の応募をいただいた北海道
新幹線（仮称）「奥津軽駅」駅舎デザインコンセプトは、駅舎デザイ
ン検討会議（会長　本郷鉄男町商工会長）で協議の結果、次のとおり
意見が集約され、このほど町長に答申しました。

　今回答申されたデザインコンセプトは、建設主体の鉄道運輸機構に
町から要望書として送付され、同機構ではそれを基に新駅舎計画のデ
ザイン画を３案程度作成し、再度町長へ意見を求めることとしており
ます。

コンセプト

　　　　　本州最北の地から北の大地へ

～津軽海峡の四季が感じられる駅～　　　　　

コンセプトの最終イメージ

「本州最北の地から北の大地へ」

　　・長い歳月を経て、悲願の新幹線が夢を乗せて走るイメージ

　　・北海道新幹線本州最北端の青函トンネル入り口の駅舎イ

メージ

「津軽海峡の四季が感じられる駅」

　　・津軽海峡を渡る四季の風が感じられる駅

　　・郷土芸能「荒馬」が持つ勇壮華麗な雰囲気が感じられる駅

晴れやかな表情で卒業証書を
受け取る卒業生（中学校）　

退場の前に保護者へ感謝の
花束を。（小学校）　　　　

浜に春を告げるナマコ漁浜に春を告げるナマコ漁
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　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者に
よって生計を維持している配偶者やお子様がいる場合で、障害等級が
１級または２級に該当する方に加算を行っておりましたが、平成23年
４月施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金
を受ける権利が発生した後に、生計を維持することになった配偶者や
お子様がいる場合にも届け出によって加算を行うことになります。詳
しくは下記の照会先までお問い合わせください。
《お問い合わせ先》

　日本年金機構　青森年金事務所　017－734－7498　

　４月１日より海峡の家「ほろづき」、ケビンハウスの営業が始まりま
した。海峡の家「ほろづき」の料金は下記のとおりです。多くの方のご
利用、ご宿泊をお待ちしております。営業期間は10月31日までとなりま
す。

海峡の家「ほろづき」料金表 （単位：円）

区　　　分 通 常 料 金
団体割引（10名以上）

割　引　額 割引後の料金

町　　民
大　人 2,500円 1,000円 1,500円

こども 1,500円 1,000円 500円

町民以外
大　人 3,500円 1,000円 2,500円

こども 2,500円 1,000円 1,500円

７月８月を除く時期は、１名500円割引（団体割引との併用はできません。）

※４月・５月・10月は、暖房料として１室500円加算となります。

※子ども料金は、中学生までとなります。

※チェックイン午後４時・チェックアウト午前９時

「障害年金加算改善法」が施行

海峡の家「ほろづき」・眺海の森林「ケビンハウス」営業開始！

環境保全型農業を行う方へ！
～化学肥料・農薬を 5割以上低減する取り組みに　
　　　　　　　　　　　国が 4,000 円 /10a 支援～

　環境保全型農業直接支援対象者と高度技術は、次のとおりです。
　支援対象者　

　販売を目的とした農業者で、①エコファーマー認定を受けているこ
と。②農業環境規範に基づく点検を行っていること。
　対象の技術（例）

①化学肥料、農薬の５割低減とカバークロップ（緑肥）の作付けを組
み合わせた取組

②化学肥料、農薬の５割低減とリビングマルチ・草生栽培（果樹用）
を組み合わせた取組

③化学肥料、農薬の５割低減と冬期灌水管理を組み合わせた取組
　農業者が提出する書類

　実施計画書、交付申請書、状況報告書など
《お問い合わせ先》

　産業建設課　産業　TEL　35－3005

役場職員の人事異動をお知らせします

　東津軽郡選挙区は無投票となりました。

青森県議会議員一般選挙について

（４月１日付）

★　町長部局

新
氏　名

旧
備　考

課（所属）名 担　当 職　名 課（所属）名 担　当 職　名

総 務 課
総　 務

次　長 相内　　一 総 務 課 税　　務 総 括 主 幹
主　幹 梅田喜代子 町民福祉課 町　　民 主　幹
主　幹 中嶋　正文 産業建設課 産　　業 主　幹
主　事 田中　　譲 総 務 課 運転管理 技能員

税　 務 主　任 小鹿　京子 今別小学校 技能員
運転管理 主　幹 太田　政彦 総 務 課 企　　画 主　幹

企 画 課

課　長 斉藤　　始 産業建設課 産　　業 次　長 （解）農業委員会事務局長
次　長 山田　　基 総 務 課 新幹線対策 次　長
主　幹 伊東　　実 産業建設課 産　　業 主　幹 交流センター
主　任 菊山　憲雄 総 務 課 総　　務 主　任 交流センター
主　幹 太田　和泉 総 務 課 企　　画 主　任
主　事 阿部真紀子 給食センター 調理員

町民福祉課

課　長 中野　信孝 町民福祉課 福　　祉 次　長 （兼）今別診療所事務長
（兼）包括支援センター所長

町　 民

次　長 小鹿　康弘 町民福祉課 町　　民 総括主幹 （兼）今別診療所事務次長
総括主幹 中道　時男 産業建設課 産　　業 総括主幹
総括主幹 木津　歌子 総 務 課 企　　画 総括主幹
主　幹 阿部たく子 教 育 課 主　幹

福　 祉

次　長 南　ひとみ 今別診療所 事務次長
総括主幹 島中　　一 水 道 課 総括主幹
主　幹 関　　恵子 産業建設課 建　　設 主　幹
主　幹 山崎　真直 町民福祉課 福　　祉 主 任 （兼）包括支援センター主任
主任保健師 三橋あゆみ 町民福祉課 福　　祉 保健師

産業建設課

産　 業
次　長 阿部　敬治 産業建設課 建　　設 次　長 （兼）農業委員会事務局長
総括主幹 阿部　純夫 総 務 課 企　　画 総括主幹
主　幹 神　　寿徳 町民福祉課 町　　民 主　幹

建　 設
次　長 藤巻　秀幸 水 道 課 次　長
主　幹 平山　治門 水 道 課 主　幹
主　幹 平山　寛哉 建 設 課 主　任

出 納 室
会計管理者 戸嶋　志郎 出 納 室 次　長 （兼）出納室長
次　長 綿谷　敏明 町民福祉課 福　　祉 総括主幹

今別診療所 主　幹 菊池まゆみ 教 育 課 主　幹
教育委員会へ 綿谷　広巳 総 務 課 企　　画 次　長
議会事務局へ 宮本　正道 町民福祉課 福　　祉 次　長
今別町社会福祉協議会へ 小鹿　金吾 町民福祉課 町　　民 次　長
※（解）は兼務及び派遣を解く。
※（兼）は職務を兼ねる。

★　新採用

新 氏　名 備　考課（所属）名 担　当 職　名

総 務 課 総務課付 小山内　樹 青森地域広域消防事務組合へ派遣
小鹿　　太 青森地域広域消防事務組合へ派遣

企 画 課 主　事 奥崎　　匠
産業建設課 建　 設 主　事 阿部　　聖

★　教育委員会

新 氏　名 旧 備　考課（所属）名 担　当 職　名 課（所属）名 担　当 職　名

教 育 課 課　長 綿谷　広巳 町長部局から
（兼）中央公民館館長
（兼）学校給食センター所長
（兼）町立体育館館長

次　長 一戸美夜子 教 育 課 次　長 （兼）学校給食センター副所長

町長部局へ

阿部たく子 教 育 課 主　幹
菊池まゆみ 教 育 課 主　幹
小鹿　京子 今別小学校 技能員
阿部真紀子 学校給食センター 調理員

※　（兼）は職務を兼ねる。
★　議会

新 氏　名 旧 備　考課（所属）名 担　当 職　名 課（所属）名 担　当 職　名
議会事務局 事務局長 宮本　正道 町長部局から

★　農業委員会

新 氏　名 旧 備　考課（所属）名 担　当 職　名 課（所属）名 担　当 職　名
農業委員会事務局 事務局長 阿部　敬治 町長部局から
町長部局へ 斉藤　　始 農業委員会事務局 事務局長

★　派遣

新 氏　名 旧 備　考課（所属）名 担　当 職　名 課（所属）名 担　当 職　名
今別町社会福祉協議会 事務局長 小鹿　金吾 町民福祉課 福　　祉 次　長

★　再任用

課（所属）名 担　当 職　名 氏　名
今別診療所 准看護師 宮本さ江子

★　退職者（３月31日付け）

　　定年退職　米田　孝則
　　定年退職　田中　裕文
　　定年退職　佐々木哲郎

　　定年退職　相内　　勇
　　定年退職　吹田　良樹

　　勧奨退職　木津　一男
　　勧奨退職　田中　祥一
　　勧奨退職　藤田　　聡

第160回全国商工会連合会珠算検定合格者

　６級　太田晃平（今別小－５年）　　

合格おめでとう
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中
央
公
民
館
で
、「
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
舞
夢
（
ま
い
む
）」
の
講
師
を
し
て
い
る

松
本
ツ
ヤ
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ツ
ヤ
子
さ
ん
は
、
青
森
市
の
ダ
ン
ス
教
室

で
20
年
近
く
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
、「
町
内

で
ダ
ン
ス
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
人
た
ち

が
い
る
が
、
や
っ
て
み
た
ら
？
」
と
言
う
夫

の
言
葉
に
公
民
館
で
教
え
る
こ
と
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
で
講
師
を
し
て
か
ら

４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
名
前
「
舞
夢
（
ま
い
む
）」

は
ツ
ヤ
子
さ
ん
が
考
え
た
も
の
で
す
。
木
曜

日
の
夜
に
中
央
公
民
館
を
の
ぞ
い
て
み
た
ら

「
ツ
ー
（
２
）、ス
リ
ー
（
３
）、フ
ォ
ー
（
４
）、

ワ
ン
（
１
）」、 「
ツ
ー
、
ス
リ
ー
、
フ
ォ
ー
、

ワ
ン
」
と
ツ
ヤ
子
さ
ん
の
明
る
い
声
が
聞
こ

え
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
に
は
夫
婦
で
参

加
し
て
い
る
方
や
、
糖
尿
病
の
た
め
に
医
師

の
薦
め
で
始
め
た
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

始
め
た
こ
ろ
は
女
性
が
多
く
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
体
調
や
家
庭
の
事
情
で
女
の
方
々

は
だ
ん
だ
ん
足
が
遠
の
い
た
よ
う
で
す
。

　

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
で
は
ル
ン
バ
や
チ
ャ

チ
ャ
チ
ャ
、
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
と
い
ろ
い
ろ

な
ダ
ン
ス
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ツ
ヤ
子
さ

ん
自
身
は
ル
ン
バ
や
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
、
サ
ン

バ
な
ど
の
ラ
テ
ン
系
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

前
に
通
っ
て
い
た
青
森
の
ダ
ン
ス
教
室
の

発
表
会
で
華
麗
に
踊
る
姿
や
、
司
会
を
担
当

す
る
ツ
ヤ
子
さ
ん
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
教
室
で
は
春

と
秋
の
年
２
回
発
表
会
を
開
催
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

他
に
趣
味
を
持
た
な
い
ツ
ヤ
子
さ
ん
は
、

ダ
ン
ス
教
室
に
通
う
の
だ
け
は
家
族
の
理
解

を
得
て
続
け
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
サ
ー
ク
ル
で
教
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
も
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
多
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人
で
も
サ
ー
ク

ル
に
来
る
人
が
あ
れ
ば
指
導
を
す
る
と
い
う

ツ
ヤ
子
さ
ん
。
１
月
の
大
寒
の
寒
い
夜
も
公

民
館
に
は
ツ
ヤ
子
さ
ん
の
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

「
春
に
な
っ
た
の
で
、
新
し
い
会
員
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

まちの行事予定� （４／１～５／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

「もう１度　家族で確認　避難場所」

松　

本　

ツ
ヤ
子　
さ
ん

�
(

西
田　

63
歳
） ⑬

ツヤ子さんと一緒に男性会員が
ステップを（中央公民館で）　

ラテン系のダンスが好きだと
語る松本ツヤ子さん。　　　


町
の
た
か
ら

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下
（
平
成
20
年

４
月
２
日
誕
生
日
以
降
）
の
子
ど
も
さ
ん
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
で
す
く
す
く
と
、
優
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
母
　
香
織
さ
ん
の
願
い
）

木　

村　

大た
い　

雅が
　

ち
ゃ
ん

（
団
地
地
区
）

　
地
震
国
「
日
本
」
と
い
え
ど
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う

未
曽
有
の
巨
大
地
震
が
襲
っ
て
く
る
と
は
だ
れ
が
予
想
で
き
た
で

し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
発
生
し
た
地
震
で
、
高
い
志
を

持
っ
て
現
地
に
い
た
日
本
の
若
者
が
多
く
被
災
し
た
光
景
に
心
を
痛

め
て
い
た
時
で
し
た
。
遠
い
外
国
の
出
来
事
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

３
月
９
日
に
は
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
こ
れ

に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
２
日
後
に
あ
の
大
地
震
。
今
別
町
も
停
電
に
よ
り
電
話
も
不

通
と
な
り
、
津
波
に
警
戒
し
避
難
す
る
な
ど
、
不
安
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
電
気
が
復
旧
し
て
か
ら
惨
状
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
大
地

震
が
も
た
ら
し
た
被
害
の
大
き
さ
に
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
「
計
画
停
電
」
な
ど
で
、
国
中
が
被
災
地
を
支
援
す
る
動

き
が
あ
り
、
世
界
中
か
ら
お
見
舞
い
や
救
援
物
資
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
月
に
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
避
難
所
の
確
認
や
わ
が
家
の
防
災
メ
モ
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
津
歌
子
）

４／７（木）

・新入学（園）児の交通事故防止運動(13日まで）総　務

・今別小、中学校入学式 教　育

・教職員新任式（中央公民館） 教　育

　　８（金）・青森県立青森北高今別校舎入学式 教　育

　　10（日）・春の火災予防パレード 総　務

　　11（月）・春の火災予防週間（18日まで） 総　務

　　14（木）・公民館講座開講式 教　育

　　15（金）・山火事防止パレード 産　業

５／２（月）・軽自動車税納期限 税　務

農業者戸別所得補償制度の受付が始まりました。
◇畑作物にも対象を拡大して本格実施します。
●我が国の食料自給率向上と農業の再生を目指す対策

です。
●交付申請期間　平成23年４月18日

～平成23年６月30日　　　　
●ご相談は、今別町水田農業推進協議会（産業建設課、

ＪＡ等）、お近くの農政事務所まで。
《お問合先》
　青森農政事務所農政推進課

　017－777－3512（内線331）
　今別町水田農業推進協議会　0174－35－3005
　（今別町役場産業建設課内）

　町民の皆様にお願いした「温泉開発アンケート」へ
のご協力ありがとうございました。
　アンケートの集計結果は
　賛成55.23％　反対42.01％　その他2.76％　でした。
賛成が過半数でしたが協議した結果、温泉開発事業は
中止することになりました。（町民よりいただいたご意
見や、町の考えなどは毎戸へすでに配布しております。）

温泉開発事業アンケート結果のお知らせ！

農業者の皆様へ！

　役場庁舎内に募金箱を置き、町民の皆様からの義援
金を受け付けております。
　・取扱期間　平成23年５月31日（火）まで
　・物資は受け付けておりません。
　・詳しいことは今別町役場町民福祉課　福祉担当へ
　　お問い合わせください。35－3004
　　　　　　　日本赤十字社青森県支部今別町分区

東北関東大震災義援金受付中

お悔やみ申し上げます

　勝　野　ハルヱ（86）今　別

　鳴　海　キクヱ（88）西　田

今別の姿

（平成23年２月28日現在）

　面　積　 125.28㎢
　人　口　　3,427人（＋ 2）

　　男　　　1,605人（＋ 2）

　　女　　　1,822人（± 0）

　世帯数　　1,572　（＋ 2）

　　　　　　　（　）内は前月比

　掲載を希望されない方は、届出での時に町

民福祉課町民担当へ申し出て下さい。また、

東奥日報・東奥ウェブについても同様申し出

て下さい。

（
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
28
日
ま
で
の
届
出
分
）

〔情報提供のお願い〕
　東北関東大震災により、被災地から当町に一時避難（帰宅）している方がいました
ら、情報の提供をお願いします。
情報提供先：今別町役場　総務課総務担当　0174－35－2001
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